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（
一
社
）
西
日
本
飲
料

水
管
理
協
会
（
牛
嶋
政
雄

会
長
、
会
員
数
30
社
、
事

務
局
・
福
岡
市
南
区
清
水

２

－

６

－

14
三
和
浄
水

㈱
内
）
は
６
月
11
日
、「
平

成
28
年
定
期
総
会
」
＝
写

真
＝
を
福
岡
市
博
多
区
の

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
福
岡
で
開
催
し

た
。

　

牛
嶋
会
長
（
三
和
浄
水

㈱
）
は
、
熊
本
地
震
で
亡

く
な
っ
た
人
の
冥
福
と
被

災
し
た
人
へ
の
見
舞
い
の

言
葉
を
述
べ
た
後
「
災
害

時
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止

ま
る
と
水
と
食
料
が
不
可

欠
と
な
り
、
特
に
水
が
大

切
な
資
源
と
な
る
。
今
後

も
安
全
で
衛
生
的
な
水
の

管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。
今
年
度
も
会
員

さ
ん
と
の
情
報
交
換
や
充

実
し
た
協
会
活
動
を
展
開

し
て
い
く
の
で
協
力
を
お

願
い
す
る
」
と
挨
拶
。

　

議
事
で
は
酒
井
義
昭
幹

事
を
議
長
に
選
出
、
４
号

議
案
ま
で
を
審
議
、
原
案

通
り
承
認
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
28
年
度
事

業
計
画
は
、
①
技
術
の
向

上
に
関
す
る
研
修
及
び
調

査
・
研
究
の
実
施
②
飲
料

水
の
衛
生
管
理
に
関
す
る

知
識
の
普
及
啓
蒙
③
登
録

業
者
の
資
質
の
向
上
及
び

登
録
制
度
の
推
進
④
関
連

団
体
と
の
協
力
推
進

－

等

を
実
施
す
る
。

　

懇
親
会
に
は
、
顧
問
の

十
中
大
雅
県
議
並
び
に
阿

部
真
之
助
市
議
、
来
賓
と

し
て
福
岡
県
保
健
衛
生
課

の
沓
掛
裕
顕
課
長
補
佐
、

福
岡
市
生
活
衛
生
課
の
小

野
英
樹
課
長
、
福
岡
市
水

道
局
節
水
推
進
課
の
池
田

弘
義
課
長
、（
公
社
）
福

岡
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
の
金
子
誠
会
長
、（
一

社
）
日
本
健
康
衛
生
推
進

協
会
の
田
﨑
一
幸
理
事
長

ら
が
出
席
、
そ
の
中
で
沓

掛
課
長
補
佐
は
「
熊
本
地

震
で
県
庁
職
員
も
支
援
活

動
に
入
っ
た
が
、
水
道
施

設
の
復
旧
ま
で
の
対
策
と

し
て
貯
水
槽
の
活
用
が
有

効
で
あ
る
と
再
認
識
さ
れ

た
。
貴
協
会
の
更
な
る
社

会
的
活
躍
を
祈
念
す
る
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

祝 

　
辞

　

ま
ず
、
今
般
の
熊
本

地
震
に
お
い
て
は
多
く

の
方
が
被
害
に
あ
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
、
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
般
社
団
法

人
西
日
本
飲
料
水
管
理

協
会
の
通
常
総
会
が
、

会
員
の
皆
さ
ま
お
集
ま

り
の
も
と
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
県
の

生
活
衛
生
行
政
の
運
営

に
格
別
な
ご
高
配
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

を
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
今
後
と
も
牛
嶋

会
長
を
中
心
に
理
事
並

び
に
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
熱
意
と
た
ゆ
ま
ぬ
尽

力
に
よ
り
、
県
の
枠
を

超
え
て
ご
活
躍
な
さ
い

ま
す
こ
と
に
大
い
に
期

待
を
寄
せ
て
お
り
ま

す
。

　

近
年
、
災
害
時
に
お

い
て
は
、
水
道
施
設
が

復
旧
す
る
ま
で
の
応
急

的
な
給
水
対
策
と
し

て
、
身
近
に
多
数
存
在

す
る
貯
水
槽
の
活
用
を

考
え
る
動
き
が
あ
り
、

今
後
、
貯
水
槽
に
対
し

て
新
た
な
役
割
へ
の
期

待
の
声
が
挙
が
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
災
害

時
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
人
々
が
使
用
す
る
飲

料
水
の
安
全
と
安
心
を

確
保
す
る
に
は
、
給
水

系
統
の
維
持
管
理
は
極

め
て
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
貴
協
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
様
々

な
研
修
事
業
な
ど
を
通

し
て
、
貯
水
槽
の
衛
生

管
理
の
徹
底
や
汚
染
事

故
の
未
然
防
止
に
努
め

ら
れ
る
な
ど
、
益
々
、

そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
で
は
、
本
年
２
月

に
公
共
施
設
の
小
規
模

受
水
槽
の
設
置
者
及
び

管
理
者
を
対
象
と
し
た

衛
生
管
理
に
関
す
る
研

修
会
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
が
、
こ
の
研
修
会

に
お
き
ま
し
て
、
貴
協

会
か
ら
講
師
を
派
遣
い

た
だ
き
、
貯
水
槽
の
清

掃
事
例
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
御
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
、
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
県
民
生

活
の
「
安
定
」「
安
全
」

「
安
心
」
の
向
上
に
御

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
引
き
続
き
県

行
政
に
対
す
る
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
般
社
団

法
人
西
日
本
飲
料
水
管

理
協
会
の
御
発
展
並
び

に
会
員
の
皆
さ
ま
の
御

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
お
祝
い

の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

平
成
28
年
６
月
11
日

福
岡
県
保
健
医
療
介
護

部
食
の
安
全
総
合
調
整

監
兼
保
健
衛
生
課
長　

　
　
　
　
　

坂
本
慎
二

　

一
般
社
団
法
人
西
日

本
飲
料
水
管
理
協
会
の

通
常
総
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
嶋
会
長
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
福
岡
市

の
衛
生
行
政
に
御
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

住
民
の
健
康
で
快
適

な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
安
全
な
飲

料
水
の
供
給
が
不
可
欠

で
す
。
特
に
貯
水
槽
水

道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

貯
水
槽
の
構
造
や
材
質

に
応
じ
た
点
検
、
清
掃

な
ど
適
切
な
維
持
管
理

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
貴
協
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
貯

水
槽
水
道
の
維
持
管
理

技
術
の
向
上
及
び
知

識
の
普
及
の
た
め
に
、

様
々
な
研
修
事
業
や
社

会
貢
献
事
業
に
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
日
頃
、

安
全
な
飲
料
水
が
住
民

に
提
供
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
皆
さ
ま
ご
尽
力
の

賜
物
と
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
年
４
月
、
熊
本
で

大
規
模
な
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
地
震
直
後

は
広
範
囲
で
断
水
が
発

生
し
て
お
り
、
熊
本
市

で
は
水
道
設
備
の
応
急

復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
安
全
な
飲
料
水

の
供
給
が
で
き
な
い
災

害
時
に
一
定
期
間
、
飲

料
水
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
貯
水
槽
水
道

に
つ
い
て
、
日
頃
の
維

持
管
理
の
重
要
性
を
再

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

福
岡
市
は
、「
ず
っ

と
住
み
た
い
街
、
残
し

て
い
き
た
い
街
・
福

岡
」
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
市
民
が
活

力
に
あ
ふ
れ
、
都
市
の

平
成
28
年
６
月
11
日

福
岡
市
保
健
福
祉
局

生
活
衛
生
部
生
活
衛
生

課
長　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

小
野
英
樹

元
気
が
高
ま
っ
て
い

く
。
こ
の
よ
う
な
都
市

の
実
現
の
た
め
に
は
、

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
が
大
変
重
要
で
あ

り
、
引
き
続
き
飲
料
水

の
衛
生
確
保
に
万
全
を

期
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
さ

ま
に
は
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
貴
協
会
の
今
後
の

ご
発
展
並
び
に
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
お

祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
。

総
会
挨
拶

　

当
協
会
は
、
第
３
回

の
通
常
総
会
を
迎
え
ま

し
た
。

　

こ
れ
も
会
員
の
皆
様

の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご

支
援
の
お
か
げ
で
あ

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

４
月
14
・
16
日
に
起

き
ま
し
た
、
熊
本
地
震

で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
１
震
度
７
の
前
震

と
本
震
で
、
家
屋
の
倒

壊
や
土
砂
崩
壊
で
、
40

数
名
の
尊
い
命
が
亡
な

り
、
多
く
の
人
が
、
避

難
さ
れ
不
自
由
な
生
活

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
冥
福
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
の
皆
様
の
一

日
も
早
い
復
旧
と
復
興

を
願
い
ま
す
。

　

災
害
時
は
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
止
ま
り
、
ま

ず
水
・
食
料
、
人
間
に

と
っ
て
や
は
り
【
水
】

は
一
番
大
切
で
不
可
欠

な
資
源
で
あ
り
、
今
後

も
安
全
で
衛
生
的
な
管

理
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
会
員
の

皆
様
が
活
発
に
意
見
ま

た
は
情
報
の
交
換
を

行
っ
て
い
け
る
よ
う
に

一
層
充
実
し
た
事
業
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
新

し
い
取
組
と
し
て
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
福

岡
県
保
健
医
療
介
護
部

衛
生
課
主
催
の
小
規
模

受
水
槽
の
研
修
会
に
今

年
も
積
極
的
に
協
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
様

に
於
か
れ
ま
し
て
も
厳

し
い
時
期
だ
と
思
い
ま

す
が
、
お
互
い
に
頑
張

り
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
て
行
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
（
一
社
）
西
日
本
飲

料
水
管
理
協
会

　

  

会
長 　

牛
嶋
政
雄

技
術
向
上
へ
研
修
な
ど
実
施

西
水
協
が
28
年
定
期
総
会
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99人 91人

157人 150人

98人 66人

21人

229人 208人

88人 119人128人

242人

8人

79人

77人

260人

115人

3人

清
掃
作
業
従
事
者
研
修
開
く

　
【
福
岡
】　
（
一

社
）
西
日
本
飲
料

水
管
理
協
会
な
ど

３
団
体
で
構
成
す

る
福
岡
県
貯
水
槽

管
理
協
議
会
（
牛

嶋
政
雄
会
長
）
は

６
月
２
日
、「
貯

水
槽
清
掃
作
業
従

事
者
研
修
会
」
＝

写
真
＝
を
福
岡
市

博
多
区
の
福
岡

県
自
治
会
館
に

お
い
て
開
催
し
、

　
【
久
留
米
】　

（
一
社
）
西
日
本

飲
料
水
管
理
協
会

な
ど
３
団
体
で
構

成
す
る
福
岡
県
貯

水
槽
管
理
協
議
会

（
牛
嶋
政
雄
会
長
）

は
６
月
23
日
、「
貯

水
槽
清
掃
作
業
従

事
者
研
修
会
」
＝

写
真
＝
を
久
留
米

市
の
久
留
米
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
開
催
し
、
92

人
が
受
講
し
た
。

　
【
北
九
州
】
福

岡
県
貯
水
槽
管
理

協
議
会
（
牛
嶋
政

雄
会
長
）
主
催
の

平
成
28
年
度
貯
水

槽
清
掃
作
業
従
事

者
研
修
会
＝
写
真

＝
が
６
月
16
日
、

北
九
州
市
小
倉
南

区
の
Ｊ
Ａ
富
士
見

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　

研
修
会
に
は

（
一
社
）
西
日
本

２
５
０
人
が
受
講
し
た
。

　

同
研
修
会
は
、「
建
築

物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
事
業
登
録
の
人

的
要
件
の
一
つ
と
し
て
、

貯
水
槽
清
掃
作
業
に
従
事

す
る
者
全
員
が
１
年
に
１

回
以
上
の
従
事
者
研
修
を

修
了
す
る
事
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
毎
年
６
月

に
県
内
３
カ
所
で
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
西
水
協
独

自
で
11
月
に
開
催
し
て
い

る
。

　

開
講
挨
拶
で
牛
嶋
会
長

は
「
貯
水
槽
清
掃
は
、
多

く
の
人
が
使
用
す
る
飲
料

水
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
福
岡
県
で
は
特

定
建
築
物
に
か
か
わ
ら

ず
、
貯
水
槽
の
有
効
容
量

が
10
ｔ
以
下
に
つ
い
て
も

年
１
回
の
清
掃
を
義
務
付

け
て
い
る
。
研
修
会
を
実

の
あ
る
も
の
と
し
、
明
日

か
ら
の
作
業
向
上
に
努
め

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
。

　

研
修
会
で
は
、
福
岡
県

保
健
医
療
介
護
部
保
健
衛

生
課
の
対
馬
遊
主
任
技
師

が
「
関
係
法
令
」
と
「
水

と
健
康
」
を
解
説
し
た
ほ

か
、
福
岡
県
貯
水
槽
管
理

協
議
会
の
講
師
は
「
作
業

の
安
全
と
衛
生
」、「
給
水

ポ
ン
プ
と
制
御
盤
」
な
ど

に
つ
い
て
説
明
、
最
後
に

修
了
証
が
交
付
さ
れ
た
。

　

同
研
修
会
は
、「
建
築

物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
事
業
登
録
の
人

的
要
件
の
一
つ
と
し
て
、

貯
水
槽
清
掃
作
業
に
従
事

す
る
者
全
員
が
１
年
に
１

回
以
上
の
従
事
者
研
修
を

修
了
す
る
事
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
毎
年
６
月

に
県
内
３
カ
所
で
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
西
水
協
独

自
で
11
月
に
開
催
し
て
い

る
。

　

開
講
挨
拶
で
牛
嶋
会
長

は
、
大
雨
で
高
速
道
路
が

通
行
止
め
に
な
る
な
ど
交

通
渋
滞
が
発
生
す
る
な
か

で
参
集
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
あ
と
、「
貯
水
槽
清
掃

は
、
多
く
の
人
が
使
用
す

る
飲
料
水
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
福
岡
県

で
は
特
定
建
築
物
に
か
か

わ
ら
ず
、
貯
水
槽
の
有
効

容
量
が
10
ｔ
以
下
に
つ
い

て
も
年
１
回
の
清
掃
を
義

務
付
け
て
い
る
。
研
修
会

を
実
の
あ
る
も
の
と
し
、

明
日
か
ら
の
作
業
向
上
に

努
め
て
ほ
し
い
」
と
挨

拶
。

　

研
修
会
で
は
、
福
岡
県

保
健
医
療
介
護
部
保
健
衛

生
課
の
対
馬
遊
主
任
技
師

が
「
関
係
法
令
」
と
「
水

と
健
康
」
を
解
説
し
た
ほ

か
、
福
岡
県
貯
水
槽
管
理

協
議
会
の
講
師
が
「
作
業

の
安
全
と
衛
生
」、「
給
水

ポ
ン
プ
と
制
御
盤
」
な
ど

に
つ
い
て
説
明
、
最
後
に

修
了
証
が
交
付
さ
れ
た
。

飲
料
水
管
理
協
会
か
ら
90

人
、（
公
社
）
福
岡
県
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
か

ら
71
人
、
福
岡
県
管
工
事

業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら

84
人
の
計
２
４
５
人
が
参

加
し
た
。

　

冒
頭
、牛
嶋
会
長
は「
貯

水
槽
の
清
掃
は
、
多
く
の

人
が
使
用
す
る
飲
料
水
安

全
確
保
の
た
め
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
も
の
。
現

在
、
福
岡
県
で
は
10
ｔ
以

下
の
小
規
模
貯
水
槽
も
年

１
回
の
清
掃
が
着
々
と
義

務
付
け
ら
れ
て
き
て
い

る
。
我
々
は
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
徹
底
し
た

管
理
体
制
の
整
備
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
本
日
の
研
修
会
を
大
い

に
活
用
し
て
頂
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

研
修
会
は
、
建
築
物
衛

生
法
に
よ
る
貯
水
槽
清
掃

業
の
登
録
要
件
と
し
て
定

め
ら
れ
た
技
術
者
取
得
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
。
午
前
に
①

作
業
の
安
全
と
衛
生
②
消

毒
方
法
③
給
水
ポ
ン
プ
と

制
御
盤
④
塗
装
方
法
、
午

後
か
ら
⑤
関
係
法
令
⑥
水

と
健
康
⑦
清
掃
方
法
⑧
給

水
設
備
と
機
器
（
定
水
位

の
原
理
）
の
講
義
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
講

し
た
。

福
岡
県
貯
水
槽
管
理
協
議
会

（一社）西日本飲料水管理協会

福岡県貯水槽管理協議会　従事者研修会アンケート集計一覧表 平成28年　全会場（福岡・北九州・久留米）

平成28年度事業計画予定
実施予定日を変更する場合があります。

1. この業務に何年従事していますか 3.今回の研修会についての感想を記入してください

≪ 良い点　及び　感想 ≫
 A . ポンプ
・制御盤の模型などを使い、興味深く理解しやすかった。
・トラブルと対策を詳しく知ることができた。
・メーカーの立場からのトラブル事例が参考になった。

 B . 定水位弁・ボールタップ
・事故例から原因まで分かりやすかった。
・定水位弁の行動原理が良く分かった。　
・分解清掃に関するスライドが分かりやすかった。

 C . 安全面
・安全に作業することを改めて思った。
・安全は最優先することであり、より深くしてほしい。
・経験談や熊本地震についての話を聞けた。

a．揚水ポンプの故障の原因（急に作動しなくなった） 113 名
b．加圧ポンプの故障の原因（急に作動しなくなった） 128 名
c．制御盤内の故障の原因 171名
d．定水位弁の分解清掃及び定水位弁の原理   98名

e．その他 31名
・事故の具体例、予防法、災害時対応 (雷、凍結 )
・貯水槽の構造、修理、補修
・ポンプ故障時の緊急対応

4.今後、貯水槽清掃に関してどのような講習会があれば良いと思いますか（複数回答可）

申込時回答

申込時回答

当日回答

当日回答2.今回で何回目の受講ですか

合同研修会開催の御案内

（一社）西日本飲料水管理協会  会員の皆様 平成２８年６月１１日

会長　池田 秀彦　会長　牛嶋 政雄　事務局　原田 智香

日　時：平成28年10月13日（木）15：00～研修会　
会　場：東洋ホテル（福岡市博多区博多駅東1-9-30）TEL 474-1121
懇親会参加費：10,000円（中洲河太郎にて）

☆本研修会は現在、会員ではない方にもご案内しております。入会を検討されている方
並びに環境や水に関心をお持ちの方はぜひともご参加ください☆

研修会終了後、中洲河太郎にて懇親会を開催します。

（一社）長崎県貯水槽管理協会・（一社）西日本飲料水管理協会

（申込・お問合せ先）（一社）西日本飲料水管理協会 事務局 Tel（０９２）５１２－１６３１　Fax（０９２）５１１－７３４５

　このたび下記の日程で（一社）長崎県貯水槽管理協会、（一社）西日本飲料水管理協会の合同研修会を
開催します。当日は卓話ゲストを迎え、我々業界の役割・使命についてお話しいただく予定です。
　ご多忙とは存じますが、万障繰り合わせて、研修会ならびに懇親会にも是非ともご出席いただきますよう
ご案内いたします。

日　時 活 動 内 容 場　所・会　場

平成28年 4月   5 日 貯水槽清掃ボランティア活動 在宅心身障がい児訓練施設やすらぎ荘

平成28年 6月   2 日 貯水槽清掃作業従事者研修会 福岡県自治会館

平成28年 6月 11日 定期総会 ANAクラウンプラザホテル福岡

平成28年 6月 16日 貯水槽清掃作業従事者研修会 北九州　JA富士見会館

平成28年 6月 23日 貯水槽清掃作業従事者研修会 久留米市ビジネスプラザ

平成28年 9月下旬 貯水槽関連ポンプ実践講習会 福岡市管工事業協同組合・大会議室

平成28年 9月24、25日 長崎さるく・やすらぎ伊王島の旅 長崎

平成28年 10月 13日 合同研修会 東洋ホテル

平成28年 11月下旬 貯水槽清掃作業従事者研修会 福岡県自治会館

平成29年 1月上旬 表敬訪問 福岡県・福岡市・北九州市・各水道局

平成29年 1月 14日 新年賀詞交換会 ANAクラウンプラザホテル福岡

平成29年 2月下旬 貯水槽関連技術講習会 博多バスターミナル

申込時回答 当日回答
0年～ 1年 99 91
2年～ 5年 157 150
6年～ 9年 98 66
10年以上 229 208
無記入 0 21
回答数合計 583 536
総受講者数 583 577
回答率 (％） 100% 93%

申込時回答 当日回答
初めて 128 119
2回～ 5回 260 242
6回～ 9回 115 79
10回以上 77 88
無記入 3 8
回答数合計 583 536
総受講者数 583 577
回答率 (％） 100% 93%

単位（人）

単位（人）

 D .その他
・清掃作業だけでなく、維持管理全般で役立つ内容だったの
　で大変為になった。
・テキストが新しくなり分かりやすかったと感じた。　　　　
・良い復習になった。忘れていることを再確認できた。
・現場で良く分からないことを丁寧に教えてもらい良かった。

≪ 改 善 点 ≫
・タンクの水漏れについて知りたい。
・受講回数で内容を変えてほしい。
・複数のメーカーをとりあげて、ポンプ関係をもっと詳しく研
　修して欲しい。
・話だけでなく、動画等を取り入れてほしい。


